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　新年、あけましておめでとうございます。本年も労福協運動に対するご支援・ご協力をよろしく
お願いいたします。
　さて昨年は、年号も替わり新たな時代を迎え希望に満ちた年になることが期待されましたが、そ
の一方で、岩手県の沿岸にも大きな被害をもたらした台風19号災害をはじめ、豪雨災害が日本列島
を襲った１年でした。このようにいつどこにでもやってくる災害ですが、まさに安全な場所はどこ
にもなく常に防災意識を高めていく必要性を認識させられます。
　一方、今年は東日本大震災津波から丸９年を迎え10年の節目の期限が近づく中、復興は一歩一歩
着実に進んでおりますが、その総仕上げに向けた正念場となります。被災者の最後の一人までの生
活再建に向けた対応はもとより、将来を見据えた持続可能な復興を推進することが今後の重要な課
題でもあり、労福協としても構成団体を含め引き続き取り組みを推進していくこととします。
　また、今年は、東京オリンピックも開催され一段とスポーツが脚光を浴びることとなりますが、
その後の景気の減速にも注視しつつ、労福協のスローガンである「連帯・協同で安心・共生の福祉
社会をつくろう！」を合い言葉に、各事業に対しご協力をお願いいたします。

「安心・共生の福祉社会の実現に向けて」
（一社）岩手県労働者福祉協議会

会 長　八　幡　博　文

一本松（陸前高田市）
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2020年 年頭挨拶

改憲阻止にむけ、
解散総選挙に備えよう！
平和環境岩手県センター

議　長  伊　藤　裕　一　

私たちが
未来を変える
連合岩手

事務局長  佐　藤　伸　一

労働者福祉中央協議会

会　長  神　津　里季生　

　新年あけましておめでとうございます。本年もよ
ろしくお願い申し上げます。
　さて、東日本大震災から間もなく９年になります。
昨年は関東以北を中心に台風被害が相次ぎ、本県沿
岸部をはじめ各地で甚大な被害が発生しました。被
災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。一
方、昨年は12年に一度の政治決戦の年で、参議院選
挙では改憲勢力を、発議に必要となる３分の２割れ
に追い込むなどの成果はありつつも、残念ながら安
倍政権を追い込むまでには至りませんでした。その
安倍政権は、相も変わらず悲願ともいえる憲法９条

　新年のお喜びを申し上げますとともに、連合岩手
と各地域協議会に対する日頃のご指導ご支援に感謝
申し上げます。
　連合はお陰様で結成30周年を迎えました。1989年

11月21日新宿厚生年金会館で開催された全日本民間
労働組合連合会と官公労の統一大会のスローガンは

「平和　幸せ　夢ひらく」でした。
　統一大会宣言では「日本の労働運動が産声を上げ
てほぼ１世紀。働く仲間の長年の願いであった労働
界の統一が本日ここに連合の結成をもって実現しま
した。」と謳われました。
　以来、30年にわたって連合運動、連合岩手の活動
が続いてきたのは、多くの先輩や構成組織、組合員
の皆さんのたゆまぬ努力、ご苦労、ご協力のおかげ
です。
　私たちは30周年を機に「働くことを軸とする安心
社会 ― まもる・つなぐ・創り出す ―」「私たちが
未来を変える」を指標として、新たな時代の運動を
展開してまいります。
　各組織のご発展と、皆様のご健勝をご祈念申し上
げ年頭のご挨拶といたします。

　新年明けましておめでとうございます。
　中央労福協は昨年、結成70周年を迎え、11月の総
会で「労福協の理念」と今後の活動の指針となる

「2030年ビジョン」を決定しました。私たちは、こ
れに基づき、すべての働く人の幸せと豊かさをめざ
し、連帯・協同の力で「安心・共生の福祉社会」を
実現するための取り組みを進めていきます。
　今こそ、貧困をなくし「誰ひとり取り残さない」
包摂的で持続可能な社会をめざすSDGsの目標達成
や、「助け合い・支え合い」を社会に根づかせてい
くために、私たちが真価を発揮する時です。労働運
動と労働者福祉事業の「ともに運動する」関係を強
化し、多様なセーフティネットや共助の輪を広げ、
安心して働き暮らせる社会をつくりましょう。
　これからも「福祉はひとつ」という労福協の原点
を大切にし、それぞれの多様性を認め合いながら、
様々なネットワークで「つながる運動」を広げ、と
もに新しい社会や時代を切り拓いていきましょう！

2020
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子年の「温故知新」

岩手友愛会

会　長  吉　田　　　信　

いつもあなたのおそば
に…ろうきん !!

東北労働金庫岩手県本部

本部長  砂　金　良　昭

改正にむけ突き進もうとしています。衆議院の解散
総選挙も想定される状況においては、安倍政権によ
る改憲を阻止するためにも、政権交代も見据えた野
党の総結集は必要不可欠です。多発する自然災害へ
の備えとともに、解散総選挙にむけても、しっかり
備えてまいりましょう。
　結びに、会員各位のご健勝とご活躍を祈念して、
新年のご挨拶といたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年11月よりお世話になっております。どうぞよ
ろしくお願い申し上げます。
　さて、2020年今年の十干は、「庚（かのえ）」とい
うことで、十二支が「子（ねずみ）」ですから、干支
は「庚子（かのえね）」となるそうです。庚（かのえ）
の意味は、継続すべきことと刷新すべきことを見直
す時期のこと。つまり、前年までの結果をふまえて、
不要と思われる価値観を整理し、新しい環境へ対応
する体制を整える年という意味だそうです。　
　まさに「温故知新」、令和の新時代を迎え、わた
したちの周りは大きな変化を見せています。技術革
新、IT、働き方改革等々、環境や働き方が多様になっ
ています。「良き伝統を継承し、新たな課題に挑戦
していくこと」が求められているのだと思います。
労福協運動の基本理念「福祉はひとつ、共に助け合
う社会を築いていく」を継承し、課題に取り組んで
まいります。今年もどうぞよろしくお願い致します。

　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は、８月１日より「生活協同組合融資制度

たすけあいの輪を結ぶ
「こくみん共済 coop」

こくみん共済 coop 岩手推進本部

本部長  齋　藤　健　市　

　あけましておめでとうございます。
　全労済は昨年、新ブランド「こくみん共済 coop」
と新たな事業スタイルをスタートさせました。従来
の保障（共済）の提供を中心とした事業から、健
康増進や防災・減災の取り組み、交通安全の啓発、
SDGsなどの社会的取り組みなど「日常の備え」を
事業的に重視します。当然ですが本業である「もし
もの場合」のために、たすけあいの共済制度の提供、
保障の見直し運動などの取り組みも進めます。そし
て「もしもの事後」として、被災者の生活・住宅再
建へのサポート、震災復興支援、交通遺児支援など
も展開します。
　「こくみん共済 coop」は、組合員一人一人のライ
フステージに寄り添い、「お役立ち発想」を基本と
して、共済事業を中心に「安心」にかかわるサービ

（コープローン）」をスタートさせました。生協組合
員であればご利用いただける新たな融資制度です。
また、10月22日よりスマートフォンを活用した「ろ
うきんアプリ」がスタート。このアプリは、通帳の
残高や履歴の確認、インターネットバンキングへの
アクセス（生体認証も可能）、iDeCoの運用状況の確
認、税公金の納入など、様々なお取引に有効となっ
ています。さらに、１月下旬からLine Pay（ライン
ペイ）を導入するとともに、その他のペイ方式も順
次導入予定となっています。
　今まで培ってきた働くものの福祉金融機関として
の立場を忘れることなく、今年も皆様に寄り添える

「生活応援運動」に取り組んでまいります。
　今年は、３階に震災復興展示室（仮称）を備えた
新大船渡支店が６月８日にオープンいたします。地
域の方々に愛される新しい店舗として生まれ変わり
ます。
　今後も、皆様にとって身近な存在として信頼いた
だける「ろうきん」を、全役職員でつくっていきた
いと考えております。
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相談者に寄り添い
くらしを支える信用生協

県民のくらしに一番
身近な保障をめざして
（一財）ハピネス共済会

 理事長  佐　藤　淳　一　

消費者信用生活協同組合

理事長  佐　藤　浩　之　

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、当組合ならびに当組合の事業・取り組
みに対するご理解、ご支援ならびにご協力をいただ
き、誠にありがとうございます。
　消費者信用生協にとっての2019年の意義深い出来
事を２点記します。１つは、日本生協連の推薦によ
り令和元年度消費者支援功労者表彰（内閣府担当大
臣表彰）を受彰させていただくことができたことで
す。
　２つは、当組合貸付事業のうち、債務整理や生活
に必要な資金の貸付を目的とする消費者救済資金貸
付制度が、創設30年を迎えたことです。
　この２つは、相談者に寄り添った支援を行うこと
を旨としながら、自治体、岩手弁護士会消費者問題
対策委員会をはじめとする多くの関係機関によるご
理解とご協力の賜物です。この場をお借りして改め
て謝意を表します。
　引き続き、組合員ならびに地域住民のくらしを支
える相談貸付事業を中心として本年も事業を推進し
て参る所存でございますので、当組合に対するより
一層のご支援ご協力をお願い申し上げます。
　本年のみなさまのご健勝とご多幸を祈念いたしま
して、新年のご挨拶といたします。

　新年のお喜びを申し上げますとともに、当共済会
に対する日頃からのご理解・ご協力に、厚く感謝申
し上げます。
　さて、当共済会は勤労者の福祉向上をめざして、
1969年に「財団法人岩手県民共済会」として設立され
ました。以来、多くの皆様に支えられながら、共済
事業を中心に地域とともに51年の年月を歩んでまい
りました。この間、保険業法、公益法人制度の見直
しに伴い、「認可特定保険業者」として、法人名称を
変更して事業を実施するとともに、補完事業として

（株）きょうさいライフを立ち上げ、不動産事業等の
積極的展開も行っております。
　昨年は、「年金2000万円不足」の問題が話題になり
ましたが、互助・共助のしくみの重要性は、ますま
す高まっていくものと思います。当共済会も共済事
業等を通じて、皆様のお役に立てるよう努力をして
いきたいと思います。
　今後も、県内労働団体や岩手県労働者福祉協議会
などとの連携を一層深めながら、会員サービスの
向上をめざし、着実な事業推進に向けた取り組みを
行ってまいりますので、どうぞ宜しくお願いいたし
ます。

スをめざします。皆さんのためにもっともっとお役
に立ちたい、そして皆さんの「たすけあいの輪をむ
すぶ」懸け橋になりたいと強く思っています。今年
も「こくみん共済 coop」よろしくお願いします。
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安全で安心な
暮らしをめざして
岩手県学校生活協同組合

専務理事  川　村　　　元

　新年、明けましておめでとうございます
　昨年も大きな自然災害が発生し、県内でも台風19
号による被害が沿岸地区で起り、日常の生活に大き
な影響を与える被害となりました。東日本大震災以
来、組合員の皆様のご理解とご協力により支援金の
取り組みを行っており、災害支援の意味合いも含め
今年も沿岸４地区へ合計300万円の支援金をお贈り
しました。
　10月から始まりました消費税増税は、キャッシュ
レス決済による還元によって実感が伴わないとの声
もありますが、日々の生活への影響は確実に出てき
ています。また、平和を守る取り組みでは、「憲法
９条改憲NO！」の行動などに連帯する団体とともに
取り組んでおります。
　組合員活動としては地区総代会では公的介護保険
について働く世代の介護の環境についての学習を行
いながら、育児休業中の組合員を対象に子育てに関

する権利等を学習する子育て交流会など多くの運動
を進めてきました。
　本年も「学校生協ファン」の拡大を図りながら、
安全で安心な暮らしのため、皆様のお役に立てる学
校生協として取り組んでまいりますので、一層のご
利用と運動への参加をお願いして、新年のご挨拶と
いたします。
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第76回臨時総会で役員補充を確認
新副会長に伊藤裕一氏と
吉田信氏が就任
　岩手労福協は、辞任に伴う役員補充に関して、12月
19日（金）、第76回臨時総会を開催して役員の補充を
行いました。新理事に選任された平和環境岩手県セン
ター議長の伊藤裕一氏と岩手友愛会会長の吉田信氏
は、総会後に開催した第105回理事会で副会長に選定
されました。
　これまでに野中靖志氏が３月31日、上田高氏が８月
９日、石川昌平氏が11月22日、諸事情により辞任しま
した。

県内３カ所で退職準備サポート研修会を開催
　退職準備サポート研修会は、年金制度を学び、退職後のお金の活用策や保障設計の見直しなど、退職後の生
活に少しでも役立てていただくために2002年度から行っている教育事業です。参加は無料です。2019年度は県
内３カ所で開催し、延べ94名が受講しました。
　参加者アンケートでは、「大変勉強になりました」、「もう少し長くても良い、一日でも良いと思う」「再雇用

（再任用）の研修を希望する」「年金説明の時間を長くしてほしい」「今は65歳まで働き続ける時代、健康を取り
上げてほしい」など、感想が寄せられました。

2018年度〜2019年度役員
会　　長　　八　幡　博　文（日本労働組合総連合会岩手県連合会）
副　会　長　　砂　金　良　昭（東北労働金庫岩手県本部）
副　会　長　　齋　藤　健　市（こくみん共済coop岩手推進本部）
副　会　長　　伊　藤　裕　一（平和環境岩手県センター）＊新任
副　会　長　　吉　田　　　信（岩手友愛会）＊新任
専務理事　　菅　野　健　司（電機連合岩手地域協議会）
常務理事　　佐　藤　伸　一（日本労働組合総連合会岩手県連合会）
理　　事　　佐　藤　淳　一（一般財団法人ハピネス共済会）
理　　事　　佐　藤　浩　之（消費者信用生活協同組合）
理　　事　　高　橋　克　公（岩手県学校生活協同組合）
理　　事　　鈴　木　　　圭（岩手県東北電力関連産業労働組合総連合）
理　　事　　谷　藤　　　学（情報労連岩手県協議会）
監　　事　　菅　原　芳　勝（東北労働金庫岩手県本部）
監　　事　　赤　坂　　　徹（こくみん共済coop岩手推進本部）

開催地 日程 会場 参加者数
盛岡市 ９月 14日（土） ふれあいランド岩手 36名
北上市 ９月 21日（土） 北上オフィスプラザ 46名
一関市 ９月 28日（土） 一関市総合防災センター 13名

盛岡会場 北上会場 一関会場

（こくみん） 三浦店長

（年金） 十文字室長

（こくみん） 石澤係長

（年金） 松本室長

（こくみん） 長崎支所長

（年金） 田鎖室長

（信用生協） 船ヶ澤常勤理事

（労金） 高野橋次長

（信用生協） 八重畑常勤理事

（労金） 小野寺次長

（市民協岩手）菅原理事長

（労金） 八谷次長
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2019年度達増知事との懇談会開催
　岩手労福協は、達増知事との懇談会を10月１日（火）、労働団体・事業団体の代表はじめ総勢20名が出席して
ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイングで開催しました。
　八幡会長あいさつ、達増知事あいさつ、乾杯と続き、その後各団体から近況報告がされました。今年の懇談
会は、岩手県知事選挙直後の開催となったことから、圧倒的勝利を収めた達増知事を囲んで例年以上に盛り上
がりました。限られた時間ではありましたが、達増知事と忌憚のない意見交換を行う貴重な機会となりました。

勤労者野球大会は北上地区代表チームが連覇
　岩手県知事杯争奪「第31回岩手県勤労者野球大会」は、10月20日（日）、雫石町営鶯宿グラウンドで８チーム
によるトーナメント戦が繰り広げられました。前日までの雨が嘘のように上がり、大会は予定通り午前８時30
分にプレイボールが宣言され、一回戦、準決勝、決勝と全７試合が行われました。決勝戦では、投打ともに実
力を思う存分発揮した北上地区代表「トヨタ紡織東北㈱チーム」が知事杯を手中に収めました。

○優　勝（知事杯）　トヨタ紡織東北㈱（北上市）
○準優勝　　　　　　岩手オフィス用品コクヨクラブ（盛岡市）
○第３位　　　　　　永愛友クラブ（北上市）、不来方明徳（盛岡市）

〔個人賞〕○最優秀選手賞　　山内恵介（トヨタ紡織東北㈱）
　　　　 ○殊勲賞　　　　　千葉大輔（トヨタ紡織東北㈱）
　　　　 ○敢闘賞　　　　　中田良弘（コクヨクラブ）

優勝　トヨタ紡織東北㈱チーム 準優勝　岩手オフィス用品コクヨクラブチーム

試合の様子
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　第38回岩手県勤労者美術展は、岩手県民会館第一展示室と第
二展示室で、12月５日（木）から８日（日）までの会期で開催しまし
た。今年も多くの県民から沢山の出品がありました。作品数は、絵
画・写真・書道３部門トータルで203点、期間中の来場者は350名
でした。また、新聞社の取材を受けて掲載されました。
　12月８日（日）の表彰式は、受
賞者28名（都合により３名欠席）
が出席し、知事賞(最優秀賞)は
岩手県商工労働観光部 定住促
進・雇用労働室 労働課長の金
野賢治様から、それ以外は八幡
会長から表彰しました。
　この美術展は、県内の勤労者とその家族に芸術表現の機会を
提供し、文化創造活動を高め文化教養の向上を図るとともに、親
子のふれあい、明るい職場
環境と人間関係・家族関係
を形成し、福祉の増進に期
することを目的に開催して
います。

〔出展数〕203点（絵画63点・写真92点・書道27点、切り絵21点）

第38回〔各賞〕入賞者と作品名
岩手県知事賞
絵画の部

写真の部
書道の部

高　橋　邦　枝 〈盛岡市〉
「生生（大津波が全てを呑んだ・しかし・今）」

福盛田　　　弘 〈花巻市〉「刹那の輝き」

片　方　正　明 〈北上市〉「高青邱詩」

部門別入賞者
〔絵画の部〕
優 秀 賞
奨 励 賞

　 〃
佳 　 作

　 〃
　 〃
　 〃
審査員特別賞

佐　藤　英　子 〈奥州市〉「2019－「時」」

巢　鴨　尋　子 〈盛岡市〉
「共棲（タプローム寺院と巨木）アンコールワット」

荒　井　賢　二 〈遠野市〉「ひまわり」

浅　利　文　子 〈奥州市〉
「奥州からブラックホールへ」

菅　原　東一郎 〈盛岡市〉「さんさ、たのしいな!」

中　村　友　美 〈北上市〉「Seventeen」

伊　藤　　　勇 〈奥州市〉「なごり雪」

大須賀　美智子 〈花巻市〉「そろそろ　おやつかな？」

〔写真の部〕
優 秀 賞
奨 励 賞
　 〃
　 〃
佳 　 作
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
親子ふれあい賞
　 〃
　 〃
審査員特別賞

古　谷　広太郎 〈盛岡市〉「ナイス・キャッチ」

平　　　宏之進 〈花巻市〉「陽のあたる坂道」

君　塚　みつ子 〈花巻市〉「山野を駆け廻る」

福盛田　美奈子 〈花巻市〉「夢幻」

小野寺　幹　男 〈盛岡市〉「酷暑の秋祭り」

及　川　茂　輝 〈盛岡市〉「初めての体験」

照　井　俊　男 〈盛岡市〉「飛び込み」

平　舘　　　徹 〈盛岡市〉「魅せられて」

山　田　惠　子 〈盛岡市〉「いっせいのーで!!」

伊　藤　憲　子 〈盛岡市〉「あぁんして！？」

岩　城　茂　孝 〈宮古市〉「ボールすくいの親子」

千　田　　　久 〈奥州市〉「微笑み返し！」

中　川　　　亮 〈盛岡市〉「盆」

岩手県勤労者美術展

書道　知事賞作品

絵画　知事賞作品

写真　知事賞作品

 審 査 員 絵画
写真
書道

（主体美術協会会員／岩手芸術祭洋画部門副理事長）

（（一社）二科会写真部会員）

（岩手書道協会会長／岩手日報書展常任理事）

種倉紀昭
小川文男
吉田晨風

〔書道の部〕
優 秀 賞
奨 励 賞
佳 　 作
　 〃
　 〃
審査員特別賞

中 村 梨 絵（珠寶） 〈盛岡市〉「白楽天詩」

松 江 邦 雄　　　〈花巻市〉「甲骨文「蘭亭序」」

石 井 ゆかり（縁） 〈盛岡市〉「陸游詩」

田之岡 由美子（青桂） 〈盛岡市〉「高詠詩」

鈴 木 里 美（青穹） 〈盛岡市〉「虚往実歸」

小 岩 佳 代（萌春） 〈盛岡市〉「かきくもり」

〔切り絵〕
特 別 賞 阿　部　正　介 〈花巻市〉「西馬音内・舞」
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2019全国福祉強化キャンペーン
事業団体の利用促進・共助拡大をめざして
　岩手労福協は、さらなる労働福祉運動の推進・強化、福祉事業団体の利用促進と共助拡大に向けて、「2019全国福
祉強化キャンペーン」を10月から11月にかけて取り組みを展開しました。
　労働金庫・こくみん共済 coop・岩手労福協の３団体による産別訪問では、２日間かけて15産別を訪問して、労働
者自主福祉運動強化に向けた要請を行いました。「奨学金に関する全国一斉相談」では、奨学金返済に困っている方
の掘り起こしと支援を目的に、11月10日（日）に実施しました。相談体制の充実を図るため、法律の専門家である弁
護士と労金融資担当に相談員を務めてもらいました。宣伝用チラシを作成、会員団体やマスコミ、関係団体に配り周
知に努めたところ、新聞１社とテレビ局１社から取材を受け報じられました。その結果、テレビを見た方から電話相
談が２件入り弁護士が対応しました。自治体への政策制度要請は、連合岩手と共同で取り組みました。岩手労福協の
要請は、連合岩手「2020政策・制度要求と提言」に盛り込んでもらい、11月22日（金）、岩手県に提出しました。
　また、労働運動・労働者自主福祉運動が果たしてきた役割をあらためて学び、労金運動および共済運動の重要性を
再認識する中でその理念を分かち合い、連帯・協同・友愛・絆の意味を共有すための出前講座を県内７地区で開催し
ました。

中央労福協「第64回定期総会」
　中央労福協は、11月29日（金）、第64回定期総会を開催しました。岩手労福協から八幡会長と菅野専務理事が代議
員出席。本総会で提起された新たな「運動の理念」と「2030年ビジョン」、2020・2021年活動方針などすべての議
案が満場一致で可決承認されました。役員改選では、会長に神津里季生氏（連合会長）が再任され、事務局長は花
井圭子氏から南部美千代氏に交代しました。
　2030年ビジョンは、2009年に策定した2020年ビジョンの成果と課題を踏まえ、10年後の2030年を目標年次に置い
た今後の活動指針です。労働者福祉運動の原点「福祉はひとつ」を継承しながら、労働運動と労働者福祉運動を車
の両輪とし、新しい時代を切り拓いていくための羅針盤となるビジョンです。

北部労福協「第55回定期総会」
　北部労福協は、12月９日（月）、札幌市で第55回定期総会を開催しました。岩手労福協から八幡会長、佐藤淳
一理事、武藤職員が代議員として出席しました。
　すべての議案が満場一致で可決承認され、幹事県が北海道から秋田県に引き継がれました。北部の新会長に
は秋田県労福協の黒﨑会長、同事務局長は秋田県労福協の高橋事務局長が就任しました。

奨学金全国一斉相談 出前講座

すべての働く人の幸せと豊かさをめざして、
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくります

労福協の新理念
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秘密
厳守

ライフサポートセンターいわて

0120━804━340

0120━807━340

勤労者の皆さんの様々な悩み事やご相談に対応いたします。

相 談 無 料

■ 最寄りの相談窓口までお気軽にお電話ください ■

が
あなたを応援します。

盛  岡

宮  古
0120━805━340北  上

月～金曜日の平日
午前10：00～午後5：00

｢ライフサポートセンターいわて｣は、勤労者の皆さん
の生活支援を目的として、（一社）岩手県労働者福祉協議会
を中心に、関係団体が協力して立ち上げた組織です。
お気軽にお電話ください。

※専門家等に相談する場合は、別途料金がかかる場合があります。

面談相談可

相談日

時　間

労働条件

解決！！

　金融・
生活保障

解決！！

法  律

解決！！

生活相談

解決！！
介  護

解決！！

ライフサポートセンターいわて
（協力）岩手労福協╱東北労金╱全労済╱ハピネス共済会╱信用生協╱学校生協╱連合岩手╱平和環境県センター╱岩手友愛会（協力）岩手労福協╱東北労金╱こくみん共済 coop╱ハピネス共済会╱信用生協╱学校生協╱連合岩手╱平和環境県センター╱岩手友愛会

行事予定行事予定
第24回岩手県勤労者ボウリング大会
（参加募集中）
●日　時　2020年２月８日（土） 10：30開始
●会　場　盛岡スターレーン
●募　集　先着18チーム（締切り１月24日）

１チーム４名、女性を必ず１名入れること
●参加費　１チーム4,000円

LSCいわて第13回定期評議員会
●日　程　2020年５月26日（火）
●場　所　ホテルニューカリーナ

LSCいわて2020年度研修会
●日　程　2020年５月26日（火）
●場　所　ホテルニューカリーナ

岩手労福協第77回定期総会
●日　時　2020年５月26日（火）
●場　所　ホテルニューカリーナ

2019年度地区協議会、労働団体、
事業団体合同会議
●日　時　2020年2月29日（土） 10：00～
●場　所　エスポワールいわて

2019年度第2回文化体育事業
実行委員会
●日　時　2020年２月21日（金） 15：30～
●場　所　岩手教育会館
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こくみん共済 coop < 全労済 > 岩手推進本部 (岩手県労働者共済生活協同組合)

共済ショップ盛岡店　019-622-0631　共済ショップ北上店　0197-65-0160　共済ショップ一関店　0191-26-2678　共済ショップ釜石店　0193-21-1122

先進医療は
最高 1,000 万円まで保障

日帰り入院から
お支払い

お子さまの保障が
さらにUP

加入年齢が
拡大します

日額保障を
引き上げます

0319S011


